
平成１７年８月６日

あなたは、どのような法律家になりたいのですか？
－ －東北大学法科大学院からのメッセージ

東北大学法科大学院教授（弁護士） 佐 藤 裕 一

１．自己紹介
（１）弁護士と法科大学院教授の二足のワラジ
（２）弁護士の専門性について

・倒産（再建型）、企業法務、行政事件、交通事故
（３）ある１週間の弁護士日誌

・訴訟や打合せ以外に、弁護士会務、行政委員会、監査役
２．弁護士という仕事の素晴らしさ
（１）人との信頼関係が基本

・依頼者との信頼関係があるから相手方と戦えること
・紛争の相手方との間でも信頼関係が築きうること

（２）弁護士の評価の多様性とやりがい
・それぞれの個性を生かした弁護士活動と評価の多様性
・弁護士になって本当に良かったと思うとき

（３）個性豊かな弁護士達－様々な弁護士のタイプ
３．裁判官と検察官
（１）裁判官のイメージの変化－アクティブな裁判官
（２）検察修習の思い出
（３）法律家同士の垣根が低くなっていること

・法曹一元制度の検討、裁判官の他職経験、弁護士任官、行政機関への法
律家の進出

４．司法改革と弁護士
（１）行政の規制緩和の下、司法の役割はどのようになるのか

・事前規制から事後的な救済へ、紛争予防の観点からの活動
・「社会生活上の医師」としての弁護士

（２）弁護士改革の推進－法曹人口の増加の下で
・広告の原則的解禁（ｈ１２～）、報酬基準の廃止（ｈ１６～）

（３）東京を中心とした大ローファームの増加
（４）業務の専門性の向上
（５）各種法律の改正と研修の必要性
５．東北大学法科大学院の実務家教員に就任して
（１）若さと情熱あふれる研究者教員－アクティブな研究者

・判例や実務を踏まえた理論的深化、自分の頭で考えることの重要性
・新司法試験に対応した授業上の工夫－小テストの活用等

（２）バラエティに富んだ実務家教員（裁判官、検察官、弁護士、行政官）
・理論と実務の架橋、法的知識・思考の確認、起案能力の育成

（３）研究者教員と実務家教員のコラボレート
・共同授業の実施、意見交換、展開・先端科目の充実

（４）片平キャンパスの環境の素晴らしさ
（５）私の担当科目

・ローヤリング、民法発展演習、エクスターンシップ、実務民事法
（６）実務家教員としての私の夢



あ る１週 間 の 弁 護 士 日 誌７月
訴訟等１１（月）
１６：００（仙台地裁２民）広瀬市ｖｓ木村祐二 弁論準備○準備書面提出
１６：４５（仙台地裁４民）伊達建設民事再生事前相談○相談カード作成

打合・会議等
１０：１５ みちのく市住民訴訟打合○レジュメ作成
１３：００ 青葉ハウス取締役会（本社）

）１７：３０ けやき研究会（弁護士会３０６

訴訟等１２（火）
１３：３０（紛セ）伊藤恵美子ｖｓ田代昌次○斡旋案検討

打合・会議等
９：１５ 東日本火災海上打合（須藤課長）

１１：００ 朝日建設打合（飯田総務課長）
１２：００ 紛議調停委員会（弁護士会館３０２）
１５：３０ 伊達建設事務所内打合（段取り・役割分担）
１８：００ 東北大学法科大学院ローヤリングＡ講義
訴訟等１３（水）
１０：３０（仙台家裁）村上桃子ｖｓ村上伸男 離婚調停

打合・会議等
９：００ 伊達建設打合（資金繰り・小泉税理士）

１２：００ 研修・図書委員会（弁護士会館３０４）○議案作成
１３：３０ 宮城県人事委員会（県庁）○裁決案検討
～１５：３０

訴訟等１４（木）
１０：００（仙台地裁１民）東日本火災海上ｖｓ鈴木寿人 弁論
１３：３０（仙台地裁４民）小林組債権者集会（破産管財人）○報告書作成

打合・会議等
９：１５ ＳＳカード打合（伊藤総務課長・個人情報保護法）

１６：２０ 東北大学法科大学院ローヤリングＢ講義
１８：１５ 伊達建設最終打合○申立書作成

訴訟等１５（金）

打合・会議等
９：００ 伊達建設 民事再生申立
９：１５ 伊達建設 金融機関、債権者へのＦＡＸ○連絡文作成
９：３０ 伊達建設 従業員説明会

１１：００ 伊達建設 記者会見
１４：３０ デンタル健診
９：１５ 宮城野区選挙管理委員会１６（土）

１３：１５ 青葉ハウス打合（佐々木総務課長）
１５：００ 伊達建設打合（社長）

１０：３０ カットハウス１７（日）
１３：００ 宮城野テニスクラブ
～１６：００

１７：３０ ビアパーティー（パスタ・ミラノ）


